












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る品か に 認 以 唐
。 で れイ立的降の
はて置ら、徐
扉い付れ閤彦
風たける房伯
のから。内を
上はれ目見の除
のやよ唐絵け
絵はう五麻ば
函り。代風他
がわこ詞がは
どかれの多す
のらら中くべ
よな ののうて
うい扉 1 た中
な。風輩わ晩
もしに界れ唐
グ) 1;‘ど」るグ〉
でしのもよ詩
あ、よこう人
つ次うのにでも
たに なよなあ
かあ絵うるる
がげ画な傾。
49 
鴛
驚
線
浦
上
鴛
常
緑
浦
町
上
務
翠
錦
界
中
耕
翠
錦
府
内
中
(
李
盆
「
長
干
行
」
二
八
三
、
一
作
李
白
詩
一
六
二
一
)
閥
侍
麻
風
笑
周
防
聞
か
に
扉
風
に
侍
り
て
周
坊
の
桂
抽
心
力
輩
朝
雲
柾
げ
て
心
力
を
拠
ち
て
朝
雲
を
登
け
る
を
笑
う
(
元
積
「
白
衣
裳
二
首
之
一
一
」
四
二
二
)
扉
風
周
防
査
機
腰
界
風
周
防
織
腰
を
登
〈
歳
久
丹
青
色
半
鈎
歳
久
し
く
し
て
丹
青
色
半
ば
錨
申
斜
侍
玉
寄
鴬
髪
女
斜
め
に
玉
宙
に
侍
る
鴛
髪
の
女
抑
塵
猶
自
妬
矯
焼
鹿
を
梯
い
て
猶
お
矯
擦
を
妬
む
(
社
牧
「
扉
風
絶
句
」
五
一
一
一
一
)
李
盆
の
詩
に
う
た
わ
れ
る
扉
風
に
は
、
つ
が
い
の
弱
翠
が
函
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
晩
唐
五
代
詞
に
も
、
例
え
ば
査
扉
金
鴎
鵠
塾
扉
金
内
鵬
鳩
(
混
庭
笥
「
更
漏
子
」
二
O
六
)
務
翠
界
中
山
明
翠
内
府
中
親
燕
玉
壇
香
織
ら
献
す
玉
岨
の
香
(
和
凝
「
江
城
子
し
三
三
八
)
問
掩
翠
界
金
鳳
聞
か
に
翠
障
の
金
鳳
を
掩
う
(
宰
荘
「
荷
葉
杯
」
五
三
四
)
鳳
時
鴛
枕
宿
金
鋪
鳳
扉
鴛
枕
(
欧
陽
畑
「
涜
渓
沙
」
七
六
二
)
金
鋪
(
閏
一
一
房
)
に
宿
す
の
よ
う
に
、
鴎
鳩
、
務
翠
、
鳳
風
な
ど
を
画
い
た
界
風
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
実
際
、
閤
房
に
は
男
女
聞
の
幸
福
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
つ
が
い
の
鳥
肉
扉
風
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
50 
ま
た
幸
福
な
つ
が
い
の
鳥
は
孤
闘
を
守
る
女
性
と
の
対
照
を
際
立
た
せ
て
閏
怨
の
主
題
を
よ
り
効
果
的
に
演
出
す
る
。
一
方
、
元
問
、
杜
牧
の
詩
に
う
た
わ
れ
る
扉
風
に
は
女
性
を
題
材
と
す
る
周
防
(
唐
の
函
家
、
仕
女
画
に
す
ぐ
れ
た
)
内
絵
画
が
画
か
れ
て
い
る
。
晩
唐
五
代
詞
に
は
、
美
人
画
的
扉
風
を
直
接
う
た
っ
た
作
品
は
な
い
が
押
絹
依
約
登
扉
人
解
絹
と
し
て
俄
伊
」
ワ
童
扉
町
人
(
張
泌
「
涜
渓
沙
」
五
九
九
)
と
、
女
主
人
公
を
扉
風
向
中
の
美
女
に
た
と
え
る
句
が
丸
山
町
。
風
景
と
絵
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
本
稿
に
と
っ
て
、
つ
が
い
の
烏
や
美
人
を
画
い
た
扉
風
に
も
増
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
山
水
の
風
景
を
画
い
た
扉
風
で
あ
る
。
中
晩
唐
期
に
は
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
、
関
房
町
中
に
山
水
画
の
絵
界
風
を
配
し
て
う
た
う
詩
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
鵬
鵡
倫
来
話
心
曲
駒
鵡
倫
か
に
来
り
て
心
曲
を
話
す
扉
風
半
侍
造
山
織
田
仲
風
半
ば
遁
山
町
縁
な
る
に
侍
る
(
張
碧
「
美
人
枕
頭
」
四
六
九
)
界
上
臭
山
碧
扉
上
呉
山
碧
な
り
楼
中
朔
管
悲
機
中
朔
管
悲
し
(
温
庭
局
「
春
日
」
五
八
二
)
張
碧
の
詩
は
醇
風
の
向
こ
う
側
に
実
際
の
山
々
が
の
ぞ
い
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
扉
風
に
画
か
れ
た
山
を
言
う
と
解
し
た
い
。
こ
の
他
に
も
銅
鋭
飛
孤
鵠
銅
鏡
孤
鵠
飛
ぴ
江
圃
垂
水
族
江
園
水
蒸
を
壷
〈
(
李
賀
「
悩
公
」
三
九
一
)
幽
蘭
泣
露
新
香
死
幽
蘭
露
に
泣
き
新
香
死
す
査
固
浅
繰
松
渓
水
査
園
浅
標
松
渓
の
水
(
李
商
隠
「
河
陽
詩
」
五
四
ご
な
ど
の
作
品
は
、
扉
風
に
画
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
女
性
の
居
る
室
内
の
情
景
を
描
写
す
る
中
で
山
水
町
絵
画
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
閏
房
内
に
山
水
画
の
絵
扉
風
を
配
す
る
作
品
が
中
唐
以
降
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
企
る
の
は
、
前
稿
甲
、
乙
で
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
代
、
山
水
画
が
広
く
流
布
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
山
水
画
を
画
い
た
扉
風
な
い
し
は
衝
立
を
主
題
に
う
た
う
作
品
だ
け
を
見
て
も
、
既
に
初
盛
唐
期
に
張
九
齢
「
題
山
水
蓋
障
」
四
七
、
李
白
「
厭
一
山
枕
障
」
一
八
三
、
本
参
「
劉
相
公
中
書
江
山
室
障
」
一
九
八
、
社
甫
「
奉
先
劉
少
府
新
登
山
水
障
歌
」
一
一
一
六
な
ど
が
あ
り
、
中
晩
唐
期
に
は
白
居
易
「
題
海
国
界
風
」
四
二
四
、
章
孝
標
「
破
山
水
扉
風
」
五
O
六
(
一
作
挑
合
詩
)
、
張
枯
「
題
王
右
丞
山
水
障
二
首
」
五
一
O
、
張
枯
「
題
山
水
障
子
」
五
一
O
、
李
洞
「
税
水
墨
障
子
」
七
二
二
、
校
然
「
視
装
秀
才
松
石
障
歌
」
八
一
二
、
貫
休
「
上
沼
崎
使
君
山
水
障
子
」
八
=
ご
な
ど
が
あ
っ
で
、
山
水
画
の
流
布
・
浸
透
を
物
語
っ
て
い
る
。
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
晩
唐
五
代
詞
に
は
多
く
の
山
水
画
の
絵
界
風
が
う
た
わ
れ
る
が
、
当
然
そ
れ
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景
に
持
つ
だ
ろ
う
。
(
四
)
閣
房
の
な
か
の
山
水
次
に
あ
げ
る
の
は
、
閏
怨
を
主
題
化
す
る
晩
唐
五
代
詞
の
中
で
山
水
商
の
絵
界
風
が
登
場
す
る
典
型
的
な
作
品
の
例
で
あ
る
。
見)
紅
峨
燭
紅
き
蝋
燭
半
棋
局
棋
局
半
ば
な
り
林
上
登
塀
山
総
林
上
司
聾
醇
山
事
繍
腕
繍
幌
を
事
げ
情
瑞
琴
瑞
琴
に
侍
る
前
歓
涙
涌
襟
前
歓
涙
襟
に
満
つ
(
漏
延
巳
「
更
漏
子
」
四
O
八
)
緑
雲
安
上
飛
金
雀
繰
雲
蛍
上
金
雀
飛
ぴ
愁
眉
紋
翠
春
煙
薄
愁
眉
翠
を
飲
め
春
煙
薄
し
香
閣
掩
芙
蓉
香
閣
芙
蓉
掩
い
登
扉
山
幾
重
畳
塀
山
幾
重
(
牛
嶋
「
菩
躍
轡
」
五
九
O
)
小
惇
古
童
岸
低
平
小
牌
古
室
岸
低
く
平
ら
か
な
り
煙
月
浦
閑
庭
煙
月
閑
庭
に
満
つ
山
枕
上
山
枕
円
上
燈
背
脆
波
横
燈
背
け
ら
れ
て
(
顧
箆
「
甘
州
子
」
七
O
四
)
(浅
緑
な
り
閤房のなかの山水、あるいは浦湖について51 
験
波
横
た
わ
る
暮
天
界
上
春
山
碧
暮
天
界
上
映
香
煙
霧
隔
香
に
映
ヒ
て
慈
蘭
心
意
蘭
の
心
魂
夢
役
魂
夢
山
田
し
み
ひ
そ
飲
蛾
眉
蛾
眉
を
飲
む
(
毛
照
震
「
酒
泉
子
」
七
五
三
)
春
山
碧
な
り
煙
霧
に
隔
て
ら
る
い
ず
れ
も
閤
房
内
の
女
性
を
と
り
ま
く
調
度
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
絵
界
風
を
登
場
さ
せ
、
そ
こ
に
画
か
れ
た
山
水
の
風
景
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
例
え
ば
洞
房
深
澗
房
深
し
登
用
肝
燈
照
査
扉
燈
照
ら
し
山
色
凝
翠
沈
沈
山
色
翠
を
凝
ら
し
て
沈
沈
た
り
(
社
牧
「
八
六
子
」
一
六
五
)
日
映
紗
宙
日
は
紗
宙
に
映
じ
金
鴨
小
扉
山
碧
金
鴨
(
の
香
温
)
小
扉
山
碧
な
り
(
温
庭
笥
「
酒
泉
子
」
一
一
一
四
)
か
さ
翠
畳
霊
界
山
際
隠
翠
査
扉
に
盈
な
り
山
冷
鋪
紋
策
水
携
憐
冷
た
く
紋
章
を
鋪
き
水
断
魂
何
底
一
線
新
魂
断
た
れ
何
れ
の
慮
か
(
李
殉
「
涜
渓
抄
」
六
三
七
)
E
 
欽
枕
臥
枕
を
歌
て
て
臥
す
恨
何
除
恨
み
何
ぞ
除
か
な
る
山
掩
小
田
仲
間
出
山
は
小
田
府
内
震
に
掩
わ
る
隠
隠
た
り
涛
涛
た
り
一
輝
新
た
な
る
52 
(
貌
承
班
「
訴
衷
情
」
六
九
O
)
箇
月
透
簾
澄
夜
色
盲
月
簾
を
透
し
て
夜
色
澄
み
小
扉
山
凝
碧
小
界
山
碧
を
凝
ら
す
(
貌
承
班
「
謁
金
門
」
六
九
五
)
小
扉
屈
曲
掩
青
山
小
界
屈
曲
し
て
青
山
掩
い
翠
牌
香
粉
玉
壇
寒
翠
怖
香
粉
玉
櫨
寒
し
ひ
そ
雨
蛾
損
雨
蛾
横
め
ら
る
(
顧
量
「
虞
美
人
」
六
九
九
)
表
欽
細
蛾
魂
暗
断
差
じ
て
細
蛾
を
制
的
魂
暗
に
断
た
る
困
迷
無
語
思
猶
濃
困
迷
し
て
語
る
無
〈
思
い
猶
お
捜
し
小
扉
香
鵠
碧
山
重
小
扉
香
箱
碧
山
重
な
る
(
毛
照
震
「
涜
渓
沙
」
七
四
一
)
な
ど
は
、
関
房
の
中
の
山
水
画
の
絵
界
風
を
う
た
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
詞
で
は
醇
風
そ
の
も
の
や
女
性
の
眉
を
「
山
」
と
一
言
う
こ
と
も
あ
り
注
意
を
要
す
る
。
右
に
あ
げ
た
例
の
中
に
は
、
扉
風
に
画
か
れ
た
山
を
一
量
一
一
口
う
の
で
は
な
い
例
も
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
し
。以
上
に
あ
げ
た
作
品
に
う
た
わ
れ
る
絵
界
風
の
山
水
は
、
ど
の
土
地
を
画
い
た
も
の
か
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
次
に
あ
げ
る
の
は
あ
る
特
定
の
土
地
を
画
く
絵
界
風
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
荷
受
風
眼
鴨
川
幕
香
織
衣
溺
鵬
泳
週
摺
小
界
関
掩
奮
櫛
湘
荷
受
風
経
〈
簾
幕
香
り
繍
衣
内
灘
糊
体
ぎ
て
塘
を
週
る
小
牌
閑
か
に
蓄
の
櫛
湘
を
掩
う
E
 
恨
入
空
特
驚
影
濁
恨
み
て
空
特
に
入
り
驚
影
濁
り
な
り
涙
凝
箆
脆
渚
遮
光
涙
は
凝
ら
す
質
検
湾
建
内
光
薄
情
年
少
悔
思
量
薄
情
な
る
年
少
思
量
せ
し
を
悔
申
(
願
量
「
涜
渓
沙
」
七
O
九
)
九
疑
黛
色
醇
斜
掩
九
疑
黛
色
扉
斜
め
に
掩
い
枕
上
層
心
欽
枕
上
層
心
創
的
ら
る
不
堪
相
望
病
持
成
相
い
望
む
に
堪
え
ず
し
て
病
崎
町
に
成
ら
ん
と
す
，‘ら
銅
昏
檀
粉
浜
縦
横
銅
昏
く
檀
粉
(
の
粧
)
浪
縦
横
た
り
不
勝
情
情
に
勝
一
え
ず
(
鹿
良
辰
「
虞
美
人
」
七
一
二
三
)
紫
燕
一
段
矯
語
砕
紫
燕
一
挫
矯
語
砕
し
く
翠
扉
十
二
晩
峰
膏
翠
扉
十
二
晩
峰
脅
し
夢
魂
鈎
散
酔
空
間
夢
魂
鈴
散
し
空
間
に
酔
う
(
毛
田
、
震
「
涜
渓
沙
」
七
四
O
)
暁
堂
扉
六
扇
暁
堂
醇
六
扇
眉
共
湘
山
蓮
眉
湘
山
と
共
に
遠
し
宇
奈
別
離
心
や
殺
せ
ん
別
離
の
心
近
来
尤
不
禁
近
来
尤
も
動
え
ず
(
孫
光
憲
「
菩
薩
轡
」
八
O
三
)
顧
隻
、
鹿
虞
展
、
孫
光
憲
が
う
た
う
絵
扉
風
に
は
繍
湘
一
帯
(
九
疑
峰
、
湘
山
は
広
義
的
繍
湘
に
属
す
)
の
風
景
が
、
毛
照
震
の
そ
れ
に
は
盛
山
の
十
二
峰
の
風
景
が
、
そ
れ
ぞ
れ
画
か
れ
て
い
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
閏
房
内
町
情
景
を
描
く
晩
唐
五
代
詞
に
は
山
水
の
絵
扉
風
が
数
多
く
登
場
す
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
晩
唐
五
代
詞
に
あ
っ
て
は
、
山
水
の
絵
界
風
は
ほ
と
ん
ど
が
閤
房
内
に
あ
る
も
の
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
。
第
二
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
関
房
の
空
間
に
あ
っ
て
、
扉
風
は
女
性
を
外
的
風
景
か
ら
隔
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
や
そ
の
扉
風
向
上
に
は
、
人
為
的
に
画
か
れ
た
「
仮
」
の
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
山
水
の
風
景
を
見
る
こ
と
が
見
で
き
る
。
室
内
に
設
け
ら
れ
た
人
工
の
山
水
1
i
lそ
れ
は
閉
ざ
さ
れ
た
浅
空
間
に
生
き
る
詞
の
女
主
人
公
た
ち
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
解
放
を
て
も
た
ら
す
出
口
と
映
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
無
論
、
そ
れ
が
仮
り
そ
い
め
の
出
口
に
す
ぎ
ず
、
誰
も
そ
こ
か
ら
出
ら
れ
は
し
な
い
こ
と
を
、
山
彼
女
た
ち
は
知
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
の
だ
が
。
酬
と
こ
ろ
で
、
晩
唐
五
代
詞
に
あ
っ
て
、
山
水
町
絵
一
府
風
は
単
な
る
世
調
度
品
と
し
て
う
た
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
右
に
あ
げ
た
作
品
の
中
る
で
も
、
繍
湘
や
盛
山
を
画
い
た
絵
界
風
は
、
繍
湘
や
皿
山
の
風
景
で
一
一
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
既
に
女
主
人
公
と
の
聞
に
内
的
な
連
闘
を
山
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
あ
げ
る
作
品
に
う
た
わ
れ
る
絵
扉
風
M
は
亙
山
を
画
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
単
な
る
調
度
品
と
し
て
閣
房
を
叫
飾
る
の
で
は
な
く
、
作
品
の
基
礎
構
造
ー
を
支
え
る
重
要
な
意
味
を
鵬
持
っ
て
い
る
。
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査
界
重
畳
亙
陽
翠
楚
榊
向
有
行
雲
意
楚輩
脚扉
重
畳
す
亙
陽
の
翠
向
お
行
雲
の
意
有
り
朝
暮
幾
般
心
向
他
情
設
深
他t朝
に暮
向
か幾Y
い舵f
ての
{，、
情
主諜
り
に
深
L
風
流
今
古
関
風
流
今
古
隔
た
り
虚
作
僅
塘
客
虚
し
く
盟
埼
の
客
と
作
る
山
月
照
山
花
山
月
山
花
を
照
ら
し
夢
週
燈
影
斜
夢
週
り
て
燈
影
斜
め
な
り
(
牛
崎
「
菩
麗
償
」
五
八
九
)
夜
、
絵
界
風
の
陰
で
、
旅
立
っ
て
い
っ
た
男
を
思
う
女
性
を
う
た
っ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
祈
「
後
関
「
窪
塘
客
」
と
は
、
お
そ
ら
く
長
江
を
船
で
去
っ
て
い
っ
た
男
を
指
す
。
李
詮
氏
は
こ
の
諸
に
関
し
て
李
盆
「
江
南
曲
二
作
詞
)
」
二
八
三
の
嫁
得
控
塘
客
盟
崎
町
客
に
嫁
し
得
た
る
よ
り
朝
朝
誤
妾
期
朝
朝
妾
期
を
訣
つ
を
引
く
。
中
唐
あ
た
り
か
ら
こ
の
李
盆
の
詩
の
よ
う
に
長
江
を
往
来
す
る
商
人
へ
思
い
を
寄
せ
る
女
性
を
う
た
う
作
品
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
詞
も
そ
の
よ
う
な
設
定
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
関
、
第
一
句
に
星
山
を
画
い
た
絵
界
風
が
う
た
わ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
第
二
句
以
降
、
「
楚
紳
」
す
な
わ
ち
亙
山
の
神
女
と
彼
女
が
男
へ
と
寄
せ
る
恋
心
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
基
山
の
神
女
に
は
こ
の
作
品
の
女
主
人
公
の
境
涯
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
去
っ
て
い
っ
た
男
を
慕
う
女
主
人
公
も
ま
た
、
盛
山
の
神
女
の
よ
う
に
雲
と
な
っ
て
男
の
も
と
へ
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
だ
。
す
れ
ば
、
こ
こ
で
絵
界
風
が
単
な
る
調
度
品
と
し
て
閏
房
を
飾
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
閏
怨
に
悩
む
女
主
人
公
と
そ
の
悲
し
い
境
涯
を
際
立
た
せ
る
シ
テ
ュ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
作
品
全
体
に
及
よ
形
で
提
供
し
て
い
る
。
扉
風
に
画
か
れ
た
亙
峡
の
風
景
町
中
で
、
こ
の
作
品
の
閤
怨
の
情
景
は
幻
想
的
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
の
だ
。
次
に
あ
げ
る
作
品
に
お
い
て
も
、
扉
風
に
画
か
れ
た
風
景
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
曲
償
小
機
正
是
鷲
花
二
月
思
無
惨
愁
欲
絶
穆
離
襟
54 
そ
、
つ
だ
と
曲
盤
町
小
機
正
に
是
れ
鷲
花
町
二
月
思
い
無
惨
愁
い
て
絶
え
ん
と
欲
L
H
さ
惨
と
し
て
襟
を
離
〈
展
扉
空
封
獅
湘
水
扉
を
展
き
て
空
し
く
封
す
眼
前
千
寓
里
眼
前
干
高
星
涙
掩
紅
涙
紅
を
海
L
P
 
眉
飲
翠
眉
翠
を
飲
む
恨
沈
沈
恨
み
沈
沈
た
り
(
孫
光
憲
「
酒
泉
子
」
八
一
三
)
春
、
室
内
で
も
の
思
う
女
性
を
主
題
化
し
た
作
品
で
あ
る
。
後
関
、
第
二
節
に
引
い
た
李
賀
「
江
楼
曲
」
と
同
様
、
女
主
人
公
は
「
干
高
里
」
彼
方
向
風
景
を
眺
め
る
。
だ
が
、
そ
の
風
景
は
李
賀
「
江
楼
曲
」
浦
湖
町
水
の
場
合
と
異
な
り
、
扉
風
円
上
に
画
か
れ
た
「
俄
」
の
繍
湘
の
風
景
で
あ
る
。
憂
愁
に
く
れ
る
女
主
人
公
は
救
い
を
求
め
る
か
の
よ
う
に
扉
風
に
函
か
れ
た
風
景
を
眺
め
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
結
局
「
空
し
〈
」
と
あ
る
よ
う
に
彼
女
に
救
い
を
も
た
ら
し
て
は
く
れ
な
い
。
次
の
作
品
に
お
い
て
も
、
女
主
人
公
は
扉
風
向
上
の
風
景
を
眺
め
て
い
る
。
強
整
矯
姿
臨
寅
鋭
強
い
て
矯
姿
を
襲
、
ぇ
寅
鏡
に
臨
む
小
池
一
呆
芙
蓉
小
池
一
桑
の
芙
蓉
(
の
ご
と
し
)
嘗
歓
無
慮
再
尋
縦
嘗
歓
慮
と
し
て
再
び
縦
を
尋
由
る
無
く
更
堪
回
顧
更
に
回
顧
す
る
に
堪
え
た
り
界
査
九
疑
峰
扉
童
九
疑
峰
(
李
均
「
臨
江
仙
」
六
四
二
)
女
主
人
公
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
恋
を
悲
し
み
つ
つ
、
感
き
わ
ま
っ
て
頭
を
め
ぐ
ら
す
。
「
回
顧
」
は
「
回
頭
」
「
回
首
」
と
同
様
、
頭
を
め
ぐ
ら
す
動
作
を
色
川
口
。
唐
詩
の
な
か
に
「
回
頭
(
首
)
」
は
多
く
用
い
ら
れ
、
そ
こ
に
は
感
き
わ
ま
っ
た
詩
人
的
情
感
が
表
わ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
頭
を
め
ぐ
ら
す
詩
人
的
視
線
の
Amv 
先
に
あ
る
の
は
、
自
然
の
広
大
な
風
景
で
あ
る
。
晩
唐
五
代
詞
に
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
故
圏
不
堪
回
首
月
明
中
首
を
回
ら
す
に
堪
え
ず
月
明
る
き
故
国
町
中
に
李
煙
「
虞
美
人
」
四
四
四
)
国
首
隔
江
煙
火
首
を
回
ら
せ
ば
江
を
隔
て
て
煙
火
あ
り
(
張
泌
「
河
漬
榊
」
六
一
一
一
)
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
こ
の
作
品
の
場
合
、
悲
し
み
に
胸
を
一
杯
に
し
た
女
性
が
ふ
り
あ
お
い
だ
視
線
的
先
に
広
が
っ
て
い
る
の
は
、
日
叶
風
に
画
か
れ
た
繍
湘
の
九
疑
峰
の
風
景
な
の
だ
。
孫
光
憲
「
酒
泉
子
」
、
李
均
「
臨
江
仙
」
、
い
ず
れ
も
悲
し
み
に
く
見
れ
る
女
主
人
公
が
救
い
を
求
め
る
よ
う
に
し
て
眺
め
て
い
る
の
は
、
浅
「
虞
」
の
山
水
の
風
景
で
は
な
く
、
扉
風
の
う
え
の
「
俄
」
の
風
景
引
い
で
あ
る
。
何
故
、
彼
女
た
ち
は
李
賀
「
江
楼
曲
」
の
女
主
人
公
の
よ
い
う
に
本
物
的
風
景
を
眺
め
よ
う
と
せ
ず
、
そ
れ
が
人
工
の
も
の
で
あ
山
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
も
扉
風
の
う
え
の
風
景
を
眺
め
る
の
か
。
換
言
す
削
れ
ば
、
詞
家
た
ち
は
何
故
、
一
方
で
屋
外
の
自
然
の
風
景
を
描
い
て
北
い
な
が
ら
、
敢
え
て
扉
風
の
う
え
の
風
景
を
描
こ
う
と
す
る
の
か
。
る
こ
の
間
い
に
答
え
る
た
め
に
も
、
こ
こ
で
次
の
問
題
を
考
え
て
み
た
あ水
lv
山
以
上
に
あ
げ
た
詞
に
登
場
す
る
絵
扉
風
に
は
、
繍
湘
や
厄
山
(
亙
か
峡
)
を
画
い
た
も
の
が
目
立
つ
。
晩
膚
五
代
詞
に
う
た
わ
れ
る
風
景
叫
は
総
じ
て
南
方
の
風
景
を
思
わ
せ
る
も
の
が
多
い
の
だ
が
、
特
に
櫛
国
間
湘
と
亙
山
と
は
関
心
を
集
め
る
地
域
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
絵
界
風
に
日
限
ら
ず
多
〈
う
た
わ
れ
て
い
る
。
亙
山
に
関
し
て
は
、
牛
踊
「
菩
薩
畿
」
に
つ
い
て
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
盛
山
内
神
女
の
伝
説
が
艶
情
し
か
し
、
55 
を
う
た
う
詞
に
恰
好
の
素
材
を
提
供
し
て
い
る
点
が
関
心
を
集
め
る
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
一
方
の
繍
湘
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
節
を
改
め
て
や
や
詳
し
く
考
え
て
み
た
い
。
E
山
に
で
は
な
く
繍
湘
に
重
点
を
置
〈
の
は
、
風
景
と
絵
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
本
稿
に
と
っ
て
、
繍
湖
町
方
が
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
(
五
)
漏
湘
l
l離
情
別
恨
の
駅
櫛
湘
(
繍
水
・
湘
水
が
合
流
す
る
洞
庭
湖
の
南
、
あ
る
い
は
広
〈
湖
南
一
帯
)
は
、
古
く
か
ら
濃
密
な
神
話
的
文
学
的
記
憶
を
ま
と
っ
た
土
地
で
あ
り
、
そ
れ
が
喚
起
せ
し
め
る
も
の
は
一
言
で
は
蔽
い
つ
〈
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
ず
、
屈
原
が
放
浪
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
流
諭
の
悲
し
み
に
満
ち
た
場
所
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
し
、
『
楚
僻
』
の
「
漁
父
」
に
よ
っ
て
隠
者
向
住
む
土
地
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
詞
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
の
は
、
舜
帝
の
死
に
よ
る
別
離
を
悲
し
み
、
あ
と
を
追
い
湘
江
に
投
身
し
て
そ
の
紳
に
な
っ
た
と
い
う
二
妃
(
織
皇
、
女
英
)
の
伝
説
と
結
び
付
く
土
地
と
し
て
の
繍
湘
で
あ
ろ
う
。
そ
の
地
に
生
ず
る
竹
に
は
彼
女
た
ち
の
涙
に
よ
っ
て
斑
点
が
で
き
た
と
い
う
斑
竹
の
故
事
も
生
ま
れ
て
い
る
。
神
女
の
伝
説
と
結
び
付
く
点
、
で
は
亙
山
と
共
通
す
る
が
、
実
際
、
精
湘
と
盛
山
と
は
地
理
的
に
も
近
く
、
詩
詞
の
中
で
し
ば
し
ば
関
連
付
け
て
う
た
わ
札
口
問
。
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蛾
皇
・
女
英
の
伝
説
は
、
愛
す
る
存
在
と
の
別
離
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
悲
劇
向
原
型
と
言
う
べ
き
も
の
を
伝
え
て
お
り
、
そ
の
伝
説
的
記
憶
を
帯
ぴ
た
浦
湖
の
地
は
、
唐
代
に
は
別
維
の
悲
哀
と
結
び
付
く
《
nv
文
学
的
ト
ポ
ス
を
形
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
別
離
の
主
題
を
う
た
う
李
白
寸
遠
別
離
」
一
ム
ハ
一
一
に
は
、
遠
別
離
古
有
皇
英
之
二
女
乃
在
洞
庭
之
南
櫛
湘
之
浦
海
水
置
下
高
里
深
誰
人
不
言
此
離
苦
遠
〈
別
離
す
古
に
皐
英
の
二
女
有
り
乃
ち
洞
庭
内
南
満
湘
の
浦
に
在
り
海
水
直
下
両
里
深
し
誰
が
人
か
此
肉
離
苦
を
言
わ
ざ
ら
ん
と
、
別
離
の
苦
し
み
の
い
わ
ば
代
名
詞
と
し
て
浦
湖
の
二
妃
伝
説
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
寧
知
宿
昔
恩
華
柴
寧
ん
ぞ
知
ら
ん
宿
昔
恩
華
の
幾
境
作
櫛
湘
離
別
愁
嬰
じ
て
繍
湘
離
別
の
愁
い
と
作
る
を
(
張
説
「
贈
盛
二
安
平
公
幾
世
詞
」
八
六
)
繍
湘
多
別
離
繍
湘
別
離
多
し
風
起
芙
蓉
洲
風
は
起
つ
芙
蓉
町
洲
(
張
籍
「
湖
南
曲
」
三
八
二
)
湘
南
自
古
多
離
怨
湘
南
古
え
自
り
離
怨
多
し
葉
動
哀
吟
易
惨
懐
哀
時
的
惨
懐
た
り
易
き
を
動
か
す
英
か
れ
(
張
泌
「
晩
次
湘
源
問
帥
」
七
回
二
)
な
ど
は
、
櫛
湘
を
別
離
の
悲
哀
に
結
び
付
く
土
地
と
し
て
と
ら
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
張
設
は
、
恩
愛
を
失
っ
た
者
的
悲
し
み
を
「
繍
湘
離
別
愁
」
と
浦
湖
と
そ
の
ご
妃
伝
説
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
て
い
る
。
閤
怨
を
は
じ
め
女
性
的
離
情
別
恨
を
主
題
に
う
た
う
こ
と
の
多
い
晩
唐
五
代
詞
に
繍
湘
が
数
多
く
う
た
わ
れ
る
の
は
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
浦
湖
の
性
格
が
関
係
し
よ
う
。
次
に
あ
げ
る
の
は
、
扉
風
絵
以
外
で
離
情
別
恨
を
主
題
化
す
る
詞
に
繍
湘
が
う
た
わ
れ
る
例
の
一
部
で
あ
る
。
滋
繍
盤
繍
櫨
に
滋
り
解
羅
怜
羅
怖
を
解
く
未
得
君
書
未
だ
君
書
を
得
ず
断
腸
櫛
湖
春
雁
飛
断
腸
す
繍
湘
春
雁
飛
よ
不
知
征
馬
幾
時
蹄
知
ら
ず
征
馬
幾
時
跨
る
か
を
(
温
庭
笥
「
還
方
怨
」
二
三
二
)
意
渦
使
同
春
水
禍
意
向
満
つ
る
は
便
ち
春
水
の
満
つ
る
に
同
じ
〈
情
深
還
似
酒
杯
深
情
的
深
き
は
還
た
酒
杯
の
深
さ
に
似
た
り
楚
煙
湘
月
雨
沈
沈
楚
煙
湘
月
雨
つ
な
が
ら
沈
沈
た
り
(
醇
昭
磁
「
涜
渓
沙
」
五
六
回
)
恨
君
容
易
慮
君
が
容
易
な
る
虚
又
一
話
繍
湘
去
又
た
精
湘
に
去
か
ん
と
話
し
を
恨
む
凝
恩
情
惇
山
思
い
を
凝
ら
し
扉
山
に
侍
る
涙
流
紅
験
斑
涙
流
れ
て
紅
験
斑
た
り
(
李
殉
「
菩
瞳
鵬
首
」
六
五
四
)
長
雁
過
秋
空
夜
未
央
雁
秋
空
を
渇
り
て
夜
未
だ
央
き
ず
隔
宙
煙
月
鎖
連
塘
宙
を
隔
て
し
煙
月
は
巡
塘
を
鎖
す
往
事
室
堪
答
易
想
往
事
宣
に
容
易
に
想
う
松
け
ん
や
倒
恨
慨
恨
す
故
人
道
遮
在
櫛
湘
故
人
泡
遮
と
し
て
繍
湘
に
在
り
(
李
殉
「
定
風
波
」
六
六
O
)
去
っ
て
行
っ
た
男
に
寄
せ
る
女
性
の
思
い
が
櫛
湘
を
背
景
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
李
殉
の
作
品
で
は
男
同
去
っ
て
行
っ
た
地
が
櫛
湘
で
釦
あ
る
が
、
他
の
作
品
で
は
女
性
が
漏
湖
町
地
に
在
っ
て
男
へ
と
寄
せ
浅
る
思
い
を
う
た
う
。
温
庭
笥
「
泣
方
怨
」
、
李
殉
「
定
風
波
」
で
は
櫛
引
湘
を
飛
よ
雁
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
、
恋
す
る
男
の
使
い
り
を
伝
え
て
ほ
し
い
と
い
う
女
主
人
公
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
よ
問
う
。
銭
起
の
「
錦
雁
」
二
三
九
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
繍
酬
湘
と
雁
と
は
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
。
北
ち
な
み
に
、
雁
の
他
に
櫛
湘
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
が
鴎
鴻
る
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
鶴
鳩
は
唐
代
に
な
っ
て
か
ら
詩
に
盛
ん
に
う
J
川
い
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
広
〈
中
国
南
部
に
様
息
す
る
烏
の
よ
う
だ
山
が
、
有
名
な
鄭
谷
勺
鴎
鳩
」
六
七
五
を
は
じ
め
、
中
晩
唐
に
は
特
に
M
税
制
一
帯
に
懐
息
す
る
鳥
と
し
て
う
た
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
『
幾
叫
府
詩
集
』
巻
八
O
近
代
曲
辞
に
は
「
山
麟
鵠
」
及
ぴ
「
脇
鴻
詞
」
な
鵬
る
楽
府
間
四
の
作
を
収
め
る
が
、
無
名
氏
の
作
二
首
、
李
盆
一
首
、
李
渉
二
首
の
う
ち
、
李
盆
、
李
渉
の
作
品
は
い
ず
れ
も
鵬
鵠
を
櫛
湘
を
舞
台
に
う
た
っ
て
い
る
。
ま
た
鶴
鵡
に
は
、
櫛
湘
に
棲
む
鳥
に
ふ
さ
57 
わ
し
く
次
の
よ
う
な
伝
説
も
語
ら
れ
て
い
た
。
南
越
嶺
頭
山
鴎
鳩
南
越
嶺
頭
山
柏
崎
鳩
侍
是
骨
田
時
守
貞
女
偉
う
る
に
是
れ
蛍
時
円
守
貞
の
女
な
り
と
化
潟
飛
鳥
怨
何
人
化
し
て
飛
鳥
と
矯
り
何
人
を
怨
む
猶
有
時
盤
帯
轡
語
猶
お
晴
聾
の
轡
語
を
帯
よ
る
有
り
(
徐
凝
「
山
鵡
鳩
詞
」
四
七
回
)
「
南
越
嶺
頭
」
す
な
わ
ち
繍
湘
の
南
に
連
な
る
山
々
に
棲
む
鶴
鵠
、
そ
れ
は
男
へ
の
愛
情
を
守
り
ぬ
い
た
女
性
の
化
身
だ
と
い
う
。
ま
た
、
い
つ
頃
か
ら
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
鴎
鳩
町
鳴
き
声
は
「
行
不
得
也
寄
寄
」
(
行
か
な
い
で
、
あ
な
た
)
と
聞
こ
え
る
と
す
る
俗
説
も
生
ま
れ
て
い
た
二
本
草
綱
目
』
禽
部
参
照
)
。
こ
の
よ
う
な
伝
説
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
不
明
だ
が
、
『
融
市
府
詩
集
』
所
収
の
「
(
山
)
鵬
鵠
(
詞
)
」
は
、
無
名
氏
、
李
盆
の
作
い
ず
れ
も
閏
怨
の
作
と
な
っ
て
い
る
。
孤
閏
を
守
る
女
性
、
浦
湖
、
そ
し
て
鵡
鴻
、
こ
の
三
者
は
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
M
F
晩
唐
五
代
詞
に
鵬
摘
は
少
な
か
ら
ず
登
場
す
る
。
全
部
で
八
例
。
閤
怨
を
う
た
っ
た
温
庭
笥
「
更
漏
子
」
に
は
「
輩
扉
金
鴎
鵡
」
と
、
絵
界
風
の
上
の
鶴
鵠
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。
閤
怨
の
詞
で
柏
崎
掃
を
う
た
う
別
の
例
を
ひ
と
つ
あ
げ
て
お
こ
う
。
週
塘
風
起
波
紋
細
刺
桐
花
裏
門
斜
閉
残
日
照
平
蕪
培
を
週
り
て
風
起
こ
り
波
紋
刺
桐
花
裏
門
斜
め
に
閉
ざ
さ
る
残
日
平
蕪
を
照
ら
し
細
か
〈
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柚
且
紬
日
飛
鴎
鳩
鴎
鳩
飛
よ
襲
襲
征
帆
何
庭
客
征
帆
何
慮
の
客
相
見
還
相
隔
相
見
る
に
還
た
相
い
隔
た
る
不
語
欲
魂
鋪
語
ら
ず
し
て
魂
鋪
え
ん
と
欲
す
望
中
煙
水
謡
望
中
煙
水
透
か
な
り
(
李
淘
「
菩
薩
轡
」
六
五
三
)
去
っ
て
い
っ
た
男
を
思
い
つ
つ
外
的
風
景
を
眺
め
る
女
主
人
公
の
視
界
を
横
切
っ
て
、
つ
が
い
の
鵡
鳩
が
飛
ん
で
ゆ
く
。
こ
の
時
、
彼
女
の
眼
前
に
広
が
っ
て
い
た
の
は
繍
湖
町
風
景
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
み
る
こ
と
は
、
必
ら
ず
し
も
ま
と
は
ず
れ
で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
。
以
上
、
女
性
的
別
怨
離
情
と
結
び
付
く
文
学
的
ト
ポ
ス
と
し
て
の
繍
湘
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
稀
湘
は
絵
画
と
の
関
わ
り
か
ら
見
て
も
極
的
て
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
'hvo 
(
穴
)
灘
湘
|
|
浮
遊
す
る
風
景
晩
唐
五
代
詞
に
は
、
浦
湖
を
画
い
た
絵
扉
風
が
多
く
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
繍
湘
の
絵
画
は
既
に
盛
唐
期
に
は
成
立
し
、
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
次
の
題
囲
内
作
品
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
渦
堂
空
翠
如
可
掃
渦
堂
内
空
翠
掃
う
可
き
が
如
し
赤
城
霞
気
蒼
梧
煙
赤
城
町
霞
気
蒼
梧
の
煙
洞
庭
櫛
湘
意
砂
綿
洞
庭
繍
湘
意
砂
綿
た
り
三
江
七
海
情
掴
沿
三
江
七
津
情
澗
治
す
(
李
白
「
世
田
塗
越
炎
少
府
粉
固
山
水
歌
」
一
六
七
)
繍
湘
在
簾
聞
編
湘
簾
聞
に
在
り
席
岨
笠
横
座
中
直
径
座
中
に
横
た
わ
る
(
本
参
「
劉
相
公
中
書
江
山
埜
障
」
一
九
八
)
得
非
豚
岡
裂
腺
園
町
裂
く
る
に
非
ざ
る
を
得
ば
無
乃
繍
糊
翻
乃
ち
繍
湖
町
翻
え
る
無
か
ら
ん
や
不
見
湘
妃
鼓
意
時
湘
妃
の
意
を
鼓
す
る
時
を
見
ざ
る
も
至
今
斑
竹
臨
江
活
今
に
至
り
て
斑
竹
江
に
臨
ん
で
活
す
(
杜
甫
「
奉
先
劉
少
府
新
垂
山
水
障
歌
」
一
一
一
ム
ハ
)
こ
う
し
て
繍
湘
を
画
く
絵
画
が
詩
人
た
ち
の
聞
に
浸
透
す
る
の
に
伴
い
、
盛
唐
期
に
は
繍
湘
の
風
景
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
見
方
も
現
わ
れ
る
。
時
在
身
未
充
時
に
在
り
て
身
未
だ
充
た
ざ
れ
ば
繍
湘
不
盈
蓋
繍
湘
査
に
酌
た
ず
湖
小
洲
渚
聯
湖
小
さ
く
し
て
洲
渚
聯
な
り
渚
淡
煙
景
碧
治
淡
と
し
て
煙
景
碧
な
り
(
王
昌
齢
「
岳
陽
別
李
十
七
越
賓
」
一
四
O
)
帝
子
櫛
湘
去
不
還
帝
子
繍
湘
去
り
て
遅
ら
ず
空
徐
秋
草
洞
庭
関
空
し
く
秋
草
を
洞
庭
の
聞
に
徐
す
淡
掃
明
湖
閲
玉
鋭
明
湖
を
淡
掃
し
て
玉
鏡
を
聞
き
丹
青
輩
出
是
君
山
丹
青
査
き
出
せ
る
は
是
れ
君
山
(
李
白
「
陪
族
叔
刑
部
侍
郎
陣
及
申
書
買
舎
人
至
遊
洞
庭
五
首
之
五
」
一
七
九
)
王
国
園
齢
は
不
遇
を
嘆
く
身
に
と
っ
て
は
繍
湘
も
絵
の
よ
う
に
充
分
美
し
く
は
見
え
な
い
と
言
い
、
李
白
は
洞
庭
湖
と
そ
の
な
か
の
君
山
釦
(
湘
山
)
は
絵
に
画
い
た
か
の
よ
う
だ
と
言
う
。
い
ず
れ
も
、
絵
画
書
と
い
う
枠
組
の
も
と
に
櫛
湘
周
辺
の
風
景
を
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
行
時
期
、
既
に
繍
湘
一
帯
が
絵
画
に
画
か
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
景
勝
地
ぺ
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
こ
れ
ら
の
詩
は
物
語
っ
て
い
《
旬
。
一
一
以
後
も
浦
湖
が
風
景
画
の
代
表
的
な
題
材
で
あ
っ
た
こ
と
は
次
に
湖
あ
げ
る
詩
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
繍+4伊2Q
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今
朝
平
津
邸
今
朝
平
津
町
邸
衆
得
繍
湘
遊
兼
ね
て
浦
湖
町
遊
を
得
た
り
(
郎
士
元
「
題
劉
相
公
三
湘
圃
」
二
四
八
)
泳
汗
平
鋪
洞
庭
水
泳
汗
平
ら
か
に
洞
庭
向
水
を
鋪
き
筆
頭
粘
出
蒼
梧
雲
筆
頭
蒼
梧
の
雲
を
鮎
出
す
(
頗
況
「
替
山
道
官
骨
上
人
登
山
水
歌
」
二
六
五
)
撤
麓
穿
因
鼠
操
麓
穿
た
れ
る
は
鼠
に
因
り
ei 
湘
江
綻
篤
養
湘
江
綻
よ
る
は
慈
の
潟
な
り
(
李
洞
「
鋭
水
墨
障
子
」
七
一
一
一
一
)
題
画
の
詩
以
外
に
も
春
夜
酒
醒
長
起
坐
春
夜
酒
醒
め
長
く
起
坐
す
燈
前
一
紙
洞
庭
山
燈
前
一
紙
洞
庭
内
山
(
王
建
「
贈
陳
評
事
」
三
O
一
)
公
署
静
眠
思
水
石
公
署
静
眠
水
石
を
思
い
古
田
叶
問
展
看
櫛
湘
古
扉
聞
か
に
展
き
て
繍
糊
を
看
る
(
李
中
「
献
張
義
方
常
侍
」
七
四
七
)
bad-
好
古
未
嘗
疏
典
冊
古
を
好
み
て
未
だ
嘗
て
典
慨
を
疏
け
ず
腕
園
時
要
看
繍
湘
園
を
懸
け
て
時
に
繍
湘
を
看
る
を
要
む
(
李
中
「
吉
水
春
暮
訪
架
文
慶
慮
土
留
題
」
七
四
八
)
な
ど
の
例
は
、
詩
人
た
ち
が
身
辺
に
浦
湖
の
絵
画
を
置
い
て
日
常
的
に
鑑
賞
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
今
来
無
計
相
従
去
今
来
相
い
従
い
て
去
く
に
計
無
し
蹄
日
汀
洲
乞
登
扉
蹄
り
し
日
汀
洲
査
障
を
乞
わ
ん
(
責
泊
「
迭
二
友
遊
湘
中
」
七
O
五
)
で
は
詩
人
は
浦
湘
へ
旅
立
つ
友
人
を
見
送
っ
て
次
の
よ
う
に
言
一
う
。
ど
う
か
浦
湘
か
ら
帰
る
際
に
は
そ
の
風
景
を
絵
界
風
に
画
い
て
き
て
見
せ
て
ほ
し
い
、
と
。
繍
湘
が
絵
画
に
画
く
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
言
え
よ
う
。
以
上
向
例
か
ら
、
唐
五
代
を
通
じ
て
繍
湖
は
絵
聞
の
題
材
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
景
勝
地
と
し
て
認
知
さ
れ
て
お
り
、
絵
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
櫛
湘
の
風
景
が
人
々
の
精
神
生
活
に
一
定
の
場
所
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ち
な
み
に
『
宣
和
登
譜
』
60 
《お】
巻
十
に
は
五
代
南
唐
の
画
家
董
源
に
「
繍
湘
園
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
ま
た
「
固
葺
見
聞
誌
』
巻
こ
に
は
五
代
萄
の
画
家
黄
答
に
「
繍
湘
八
景
圏
」
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
『
夢
渓
筆
談
』
巻
十
七
は
「
繍
湘
八
景
園
」
を
画
い
た
画
家
と
し
て
北
宋
中
期
の
宋
辿
を
あ
げ
る
が
、
既
に
五
代
に
は
「
繍
湘
八
景
園
」
が
成
立
し
て
い
た
可
能
《
お
】
性
が
あ
る
。
無
論
、
繍
湘
の
風
景
を
流
布
・
浸
透
さ
せ
た
の
は
絵
画
だ
け
で
は
な
い
。
絵
画
と
並
よ
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
詩
文
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
繍
湘
の
地
を
訪
れ
た
晩
唐
の
詩
人
社
苛
鶴
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
残
膿
泥
舟
何
慮
好
最
多
時
輿
是
浦
湖
残
職
舟
を
泥
よ
る
に
何
れ
の
底
か
好
か
ら
ん
最
も
吟
輿
多
き
は
是
れ
浦
湖
典
君
刺
採
江
山
景
君
と
典
に
剰
く
江
山
内
景
を
採
り
裁
取
新
詩
入
帝
郷
新
詩
を
裁
取
し
て
帝
郷
に
入
れ
ん
(
「
冬
末
同
友
人
泥
繍
湘
」
六
九
二
)
櫛
湘
は
「
吟
興
」
す
な
わ
ち
詩
的
興
趣
に
満
ち
た
場
所
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
繍
湘
の
風
景
を
詩
の
中
に
描
き
入
れ
、
都
に
伝
え
よ
う
と
述
べ
る
こ
の
作
品
は
、
詩
を
、
風
景
の
映
像
を
伝
達
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
明
確
に
意
識
し
た
も
の
と
言
、
久
的
。
詩
や
絵
画
を
通
じ
て
繍
湖
町
映
像
が
人
々
の
聞
に
流
布
す
る
中
で
、
中
唐
あ
た
り
か
ら
五
代
に
か
け
て
、
次
の
詩
句
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
風
景
の
見
方
が
出
現
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ト
晶
、
勺
J
。
そ
の
一
部
を
あ
げ
猿
聾
近
瞳
窪
猿
聾
瞳
震
に
近
く
水
色
勝
浦
湖
水
色
浦
湖
に
勝
る
【
空
(
劉
長
卿
「
迭
康
判
官
往
新
安
」
一
四
八
、
一
作
皇
甫
骨
詩
ニ
五
O
)
と
ど
流
水
淘
沙
不
暫
停
流
水
淘
沙
瞥
し
も
停
ま
ら
ず
前
波
未
滅
後
波
生
前
波
未
だ
減
せ
ず
し
て
後
波
生
ず
令
人
忽
憶
櫛
湘
渚
人
を
し
て
忽
ち
櫛
糊
の
渚
を
憶
い
回
唱
週
紳
三
雨
聾
週
一
脚
の
三
雨
撃
を
回
唱
せ
し
む
(
劉
車
両
錫
「
浪
淘
沙
九
首
之
九
」
三
六
五
)
初
疑
浦
湖
水
初
め
て
疑
う
繍
湘
の
水
鎖
在
朱
門
中
鎖
さ
れ
て
朱
門
的
中
に
在
る
か
と
(
孟
郊
「
遊
城
南
韓
氏
荘
」
三
じ
五
)
池
色
似
繍
湘
池
色
櫛
湘
に
似
た
り
仙
舟
正
日
長
仙
舟
正
に
日
長
し
(
許
揮
「
陪
少
師
李
相
園
極
賓
客
宴
居
守
秋
僕
射
池
亭
」
五
三
七
)
扇
舟
来
宿
慮
一
一
間
舟
来
り
て
宿
せ
る
慮
努
髭
似
浦
湖
出
育
館
と
し
て
櫛
湘
に
似
た
り
(
項
斯
「
遠
水
」
五
五
四
)
直
葉
有
聾
疑
霧
雨
車
業
聾
有
り
て
霧
雨
か
と
疑
い
背
浪
花
無
際
似
櫛
湘
浪
花
際
無
く
浦
湖
に
似
た
り
(
温
庭
笥
「
南
湖
」
五
七
八
)
E
 
砥
於
池
曲
象
山
幽
穏
だ
池
曲
に
於
い
て
山
幽
を
象
り
便
是
櫛
湘
浸
石
楼
便
ち
是
れ
繍
湘
石
楼
を
浸
す
見)
(
陸
亀
蒙
「
奉
和
製
美
夏
景
沖
治
偶
作
次
韻
二
首
之
一
一
」
六
二
五
)
莫
怪
相
逢
倍
伺
恨
怪
し
む
こ
と
英
か
れ
相
い
逢
い
て
倍
す
慨
恨
た
る
を
九
江
煙
月
似
繍
湘
九
江
埋
月
繍
湘
に
似
た
り
(
掌
荘
「
九
江
逢
虚
員
外
」
六
九
八
)
何
意
汀
洲
剰
風
雨
何
ぞ
部
わ
ん
汀
洲
風
雨
糊
〈
白
菰
今
日
似
繍
糊
白
額
今
日
繍
湖
に
似
た
ら
ん
と
は
(
陳
陶
「
呉
興
秋
思
」
七
四
六
)
門
前
煙
水
似
櫛
湘
門
前
理
水
稲
湘
に
似
た
り
放
峨
優
瀞
興
味
長
放
嚇
優
瀧
興
味
長
し
(
李
中
「
思
九
江
市
昌
居
三
首
之
二
」
七
四
七
)
(浅吋
い
ず
れ
も
櫛
湘
以
外
的
土
地
の
風
景
に
ふ
れ
て
、
そ
れ
を
櫛
湘
と
日
比
較
す
る
形
で
と
ら
え
て
い
る
。
孟
郊
、
許
揮
、
陸
勉
蒙
は
特
に
人
側
工
的
に
山
水
を
か
た
ど
っ
た
庭
闘
を
繍
湘
に
擬
し
て
い
M
r
こ
う
北
い
っ
た
風
景
の
見
方
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
意
る
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
櫛
湘
の
風
景
を
め
ぐ
手
イ
d
b
山
る
あ
る
極
的
映
像
が
、
実
際
の
櫛
湘
の
土
地
を
離
れ
て
、
風
景
を
と
山
ら
え
る
人
々
の
意
識
の
中
を
ひ
と
り
歩
き
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
e
M
晩
唐
五
代
詞
に
は
、
浦
湘
お
よ
び
そ
れ
を
画
い
た
絵
画
が
し
ば
し
叫
ぱ
う
た
わ
れ
る
。
絵
画
的
場
合
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
屋
外
的
自
然
的
鵬
風
景
と
し
て
う
た
わ
れ
る
場
合
で
も
、
詞
家
た
ち
は
実
際
に
繍
湘
の
地
を
訪
れ
て
そ
れ
を
描
写
し
て
い
た
わ
け
で
は
必
ら
ず
し
も
な
い
だ
ろ
う
。
彼
ら
、
そ
し
て
彼
ら
が
描
く
作
品
の
女
主
人
公
た
ち
の
眼
前
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すに
る広
繍が
湘つ
のて
「い
{段た
L 。〉
のは
映3
像L多
だく
つグ〉
た場
町合
で、
は絵
な商
いや
だ詩
ろを
う《通
か担じ
。て
流
布
お
わ
り
に
最
後
に
、
第
四
節
の
末
尾
に
提
出
し
た
問
い
に
、
何
ら
か
の
解
答
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
、
晩
唐
五
代
の
詞
家
た
ち
は
敢
え
て
絵
扉
風
の
上
町
人
工
の
風
景
を
う
た
っ
た
の
か
。
筆
者
は
先
に
前
稿
乙
に
お
い
て
、
中
晩
唐
五
代
期
、
詩
人
た
ち
が
室
内
に
あ
っ
て
「
異
」
の
山
水
を
代
替
す
る
勺
岡
田
」
の
山
水
画
を
愛
好
す
る
よ
う
に
な
る
傾
向
、
そ
し
て
更
に
は
「
匡
亡
の
風
景
を
見
ょ
う
と
せ
ず
に
絵
画
的
中
内
「
仮
」
の
風
景
の
方
に
価
値
を
見
出
す
よ
う
に
な
る
傾
向
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
は
、
清
の
葉
受
「
俄
山
設
」
(
『
己
睦
文
集
』
巻
三
)
が
述
べ
る
次
の
よ
う
な
事
態
が
進
行
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
夫
山
者
、
天
地
之
山
也
。
天
地
之
篤
是
山
也
。
天
地
之
前
、
吾
不
知
其
所
倣
。
自
有
天
地
、
即
有
此
山
矯
天
地
自
然
之
箕
山
而
己
~
~
・
:
蓋
自
有
蓋
而
後
之
人
、
建
忘
其
有
天
地
之
山
、
止
知
有
童
家
之
山
。
葉
悌
え
は
言
、
っ
。
山
と
は
自
然
の
山
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
絵
画
が
出
現
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
人
々
は
画
家
の
画
く
山
だ
け
が
山
だ
と
思
い
込
み
、
自
然
の
「
同
県
」
の
山
の
存
在
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
、
と
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
晩
唐
五
代
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
詞
も
こ
れ
と
無
縁
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
晩
唐
五
代
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の
詞
家
、
そ
し
て
彼
ら
が
描
く
作
品
の
中
の
女
主
人
公
た
ち
は
、
時
と
し
て
、
屋
外
に
山
山
て
自
然
の
「
同
県
」
の
山
水
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
、
繍
湘
に
代
表
さ
れ
る
絵
画
の
「
仮
」
の
風
景
を
室
内
で
見
る
こ
と
に
精
神
の
喜
ぴ
と
解
放
を
見
出
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
李
津
厚
『
美
的
歴
程
』
は
中
唐
以
後
の
時
代
精
神
の
在
り
方
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
(
中
唐
以
後
)
愛
情
詩
、
山
水
輩
成
了
最
魚
心
愛
的
主
題
和
吟
詠
描
緒
的
体
裁
。
這
些
知
識
分
子
選
管
伯
然
大
倣
焼
健
政
論
仰
然
揃
懐
牡
志
要
治
国
平
天
下
。
但
他
例
審
美
上
的
民
正
興
趣
却
寅
際
己
完
全
脆
離
這
些
了
。
:
・
・
・
時
代
精
榊
己
不
在
馬
上
、
而
在
閤
房
、
不
在
世
間
、
而
在
心
境
。
所
以
、
従
一
逗
一
時
期
起
、
最
潟
成
功
的
謀
術
部
門
和
装
術
品
是
山
《碑】
水
重
、
愛
情
詩
、
宋
詞
和
宋
査
。
〔幻
V
閏
房
の
な
か
の
山
水
t
|
|
そ
れ
は
ま
さ
に
唐
か
ら
宋
へ
の
時
代
円
転
換
点
に
あ
っ
て
、
そ
の
時
代
精
神
の
あ
り
か
を
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
閤
房
を
は
じ
め
山
水
の
「
仮
」
の
風
景
が
広
が
る
室
内
の
空
間
は
、
唐
末
の
人
々
の
「
心
境
」
の
中
で
、
「
同
県
」
の
風
景
が
広
が
る
「
世
間
」
、
「
馬
上
」
に
あ
っ
て
コ
ミ
ッ
ト
す
る
「
世
間
」
と
は
異
な
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
世
間
」
な
ら
ざ
る
「
世
間
」
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
《
注
》
(
l
)
『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
第
四
二
巻
、
一
九
九
一
年
刊
所
載
。
(
2
)
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
回
晶
、
一
九
九
二
年
刊
所
載
。
(
3
)
晩
唐
五
代
詞
に
関
し
て
、
本
稿
で
は
特
に
村
上
哲
見
『
宋
詞
研
究
』
創
文
社
、
一
九
七
六
年
刊
、
青
山
宏
『
唐
宋
詞
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
刊
を
事
照
し
た
a
な
お
、
本
稿
で
は
詩
的
形
式
に
よ
る
歌
辞
は
詞
の
範
囲
か
ら
除
外
し
て
考
え
る
。
(
4
)
唐
五
代
詞
の
引
用
は
張
母
、
黄
歯
編
『
全
唐
五
代
詞
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
刊
に
よ
り
、
詞
牌
下
に
そ
の
頁
数
を
付
す
.
た
だ
し
、
こ
の
書
は
『
花
間
集
』
所
収
の
張
泌
「
涜
渓
抄
」
十
首
町
、
っ
ち
一
首
を
収
め
て
い
な
い
の
を
は
じ
め
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
引
用
に
際
し
て
は
他
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
。
な
お
『
花
間
集
』
所
収
閥
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
い
ち
い
ち
記
す
こ
と
は
避
け
る
が
李
誼
『
花
間
集
註
稗
』
四
川
文
豪
出
版
社
、
一
九
八
六
年
刊
、
「
0
2
『
E
喜
，
〉
自
osm
斗
官
当
。
場
。
za
口己
zgE将
司
巴
〈
t
E
q
司
E
E
-
E認
を
参
照
し
た
。
(
5
)
風
景
を
絵
画
と
し
て
眺
め
る
見
方
は
、
風
景
を
絵
画
的
枠
組
に
固
定
化
し
て
見
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
と
こ
ろ
が
、
戸
童
英
美
「
天
上
人
間
|
|
詞
同
時
空
表
現
」
(
東
京
都
立
大
学
『
人
文
学
報
ヒ
二
三
号
、
一
九
九
O
年
刊
所
載
)
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
詞
町
中
町
風
景
は
む
し
ろ
輪
郭
も
さ
だ
か
で
は
な
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
詩
に
比
較
し
て
風
景
を
絵
画
と
し
て
眺
め
る
見
方
が
少
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
点
と
も
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
(
6
)
宋
詞
円
引
用
は
唐
圭
環
編
『
全
宋
詞
』
中
華
書
局
、
一
九
八
O
年
刊
に
よ
り
、
詞
牌
下
に
そ
の
頁
数
を
付
す
。
(
7
)
本
稿
の
骨
子
発
表
後
、
金
曜
智
『
中
国
困
林
美
華
』
江
蘇
文
義
出
版
社
、
一
九
九
O
年
刊
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
書
は
明
清
期
を
中
心
に
庭
園
文
化
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
庭
園
内
風
景
を
絵
画
に
関
連
付
け
て
見)
と
ら
え
一
る
見
方
に
つ
い
て
述
べ
る
中
で
、
そ
れ
が
普
遍
的
な
美
意
識
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
英
国
十
七
、
八
世
紀
的
散
文
章
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ア
デ
ィ
ソ
ン
の
『
ス
ベ
ク
テ
イ
タ
』
を
引
用
す
る
。
該
書
八
四
頁
参
照
。
こ
こ
に
』
O
旬。
1
M
〉
鳥
島
Z
0
3
1『
}
石
田
空
w
o
E
Z】
1
a
z
o
-
A
H
A
F
・
O
K
F
=
-
ロ
ロ
ぞ
Z
E
q
H
ν
2
2・
Z
2か
ら
の
拙
訳
を
掲
げ
、
前
稿
甲
、
乙
を
補
っ
て
お
き
た
い
。
「
・
・
・
た
と
え
野
外
の
景
色
が
い
か
な
る
人
為
的
な
景
色
よ
り
味
わ
い
深
い
の
だ
と
し
て
も
、
私
た
ち
は
や
は
り
大
自
然
の
作
品
が
襲
術
作
品
に
似
れ
ば
似
る
ほ
ど
喜
び
を
覚
え
る
の
だ
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
私
た
ち
の
喜
び
は
ふ
た
つ
の
源
泉
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
界
内
事
物
が
眼
を
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
と
、
襲
術
作
品
町
中
の
事
物
と
外
界
の
事
物
が
互
い
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
に
よ
っ
て
。
私
た
ち
に
と
っ
て
(
審
術
作
品
と
自
然
の
)
両
者
を
眺
め
、
両
者
向
美
を
比
較
す
る
こ
と
も
、
や
は
り
喜
ば
し
い
こ
と
な
の
で
あ
り
・
・
・
」
.
風
景
の
美
を
楽
し
む
だ
け
で
な
〈
、
風
景
が
婆
術
作
品
(
絵
画
)
に
似
て
い
る
と
い
う
発
見
を
も
楽
し
む
こ
と
。
唐
宋
町
詩
人
詞
家
た
ち
も
こ
の
種
的
喜
び
を
見
出
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
(
8
)
唐
詩
的
引
用
は
『
全
唐
詩
』
中
華
書
局
、
一
九
七
六
年
刊
に
よ
り
、
題
下
に
そ
の
巻
数
を
付
す
。
た
だ
し
、
他
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
字
句
一
を
改
め
た
所
が
あ
る
。
(
9
)
末
句
「
開
扉
」
は
、
扉
を
と
り
払
う
の
意
で
は
な
く
、
腐
を
広
げ
て
設
置
す
る
の
意
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
後
者
向
場
合
「
展
麻
」
と
言
う
こ
と
が
多
い
が
「
閣
」
の
語
も
用
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
後
者
向
意
に
解
す
れ
ば
、
こ
こ
で
「
山
色
」
と
あ
る
の
は
扉
風
向
絵
を
指
し
、
第
四
節
に
あ
げ
る
詞
と
同
様
の
事
態
を
う
た
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
J
し
か
し
、
銚
拙
立
が
こ
の
詩
に
「
眼
前
即
是
千
里
、
亦
無
如
恐
欄
眺
望
、
只
見
山
色
不
見
郎
耳
」
と
注
す
る
の
は
、
田
肘
風
を
と
り
除
け
て
屋
外
的
風
景
を
見
る
と
解
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
鈴
木
虎
雄
『
李
長
吉
歌
詩
集
』
岩
波
書
唐
、
一
九
六
一
年
刊
や
周
晴
天
主
綱
『
唐
詩
鑑
賞
辞
典
補
網
』
四
川
文
糞
出
版
(浅閤房のなかの山水、あるいは櫛湘について63 
一
九
九
O
年
刊
{
朱
世
英
氏
執
筆
)
は
、
扉
風
を
と
り
払
う
と
解
す
社、，@. 
(
叩
)
青
山
宏
前
掲
書
一
八
五
頁
。
な
お
、
同
書
一
九
六
1
二
O
二
頁
に
は
『
花
間
集
』
所
収
詞
肉
界
、
帳
怖
(
惟
)
、
枕
、
簾
、
憧
(
鑓
)
、
窓
円
全
使
用
例
数
を
盤
理
し
た
表
が
掲
げ
ら
れ
、
ま
た
一
八
五
i
一
九
四
頁
に
は
願
裂
詞
円
扉
、
枕
、
帳
陣
(
雌
)
、
簾
、
壇
町
全
用
例
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
(
日
)
晩
唐
五
代
詞
の
「
登
用
肘
」
な
い
し
は
絵
扉
風
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
扉
風
向
用
例
数
を
『
全
唐
五
代
詞
』
に
よ
り
作
家
別
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
社
牧
l
、
皇
甫
松
1
(
l
)
、
温
庭
笥
Z
(
2
)
、
和
凝
4
(
2
)
、
溺
延
己
1
、
掌
荘
4
(
1
)
、
牛
幡
2
、
張
泌
2
、
李
均
3
(
l
)
、
貌
承
班
3
(
2
)
、
願
望
5
(
4
)
、
鹿
虞
展
l
(
1
)
、
毛
照
震
4
(
3
)
、
欧
陽
畑
3
(
l
)
、
孫
光
憲
2
(
Z
)。
カ
ァ
コ
内
的
数
字
は
「
盤
解
」
の
盟
聞
を
用
い
ず
に
絵
界
風
を
う
た
っ
た
用
例
町
数
。
上
段
の
数
字
は
そ
れ
を
含
め
た
全
体
内
数
値
。
(
ロ
)
女
性
を
絵
町
中
町
美
女
に
た
と
え
る
見
方
は
、
六
朝
後
期
的
詩
に
散
見
さ
れ
る
。
前
稿
甲
を
参
照
。
(
日
)
李
賀
町
詩
円
「
江
園
」
は
従
来
日
叶
風
絵
を
指
す
と
解
き
れ
て
き
た
。
鈴
木
虎
雄
前
掲
書
は
鋭
に
付
さ
れ
た
模
様
だ
と
す
る
が
、
や
は
り
扉
風
絵
と
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
(
叫
)
こ
の
作
品
町
真
偽
に
は
問
題
が
あ
る
。
村
上
哲
見
前
掲
書
一
O
二、
一
七
七
頁
参
照
。
(
日
)
ち
な
み
に
温
庭
持
「
菩
蔵
償
」
一
九
四
の
「
小
山
霊
墨
金
明
滅
」
は
従
来
女
性
的
眉
や
幾
重
に
も
め
ぐ
ら
し
た
扉
風
を
言
う
と
解
さ
れ
て
き
た
が
、
震
行
掃
「
温
詞
事
術
研
究
」
(
『
中
岡
詩
歌
義
術
研
究
』
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
刊
所
収
)
は
、
田
肘
風
と
そ
こ
に
画
か
れ
た
金
碧
山
水
町
両
者
を
合
的
て
言
う
の
だ
と
す
る
。
な
お
、
こ
こ
に
あ
げ
た
作
品
の
う
ち
李
瑚
「
涜
渓
沙
」
は
、
一
人
室
内
に
と
り
の
こ
さ
れ
た
男
性
の
側
か
ら
別
れ
た
64 
女
性
へ
の
思
礁
を
う
た
う
作
品
と
解
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
は
他
の
作
品
と
や
や
異
な
る
。
(
時
)
こ
の
句
円
「
湘
山
」
は
普
通
女
性
的
眉
を
た
と
え
る
と
解
さ
れ
る
が
、
青
山
宏
前
掲
書
九
O
頁
は
、
女
性
向
眉
を
た
と
え
る
と
同
時
に
扉
風
に
画
か
れ
た
絵
図
を
指
す
と
す
る
。
今
、
青
山
氏
に
従
う
。
(
げ
)
第
一
句
は
亙
峡
の
風
景
を
「
費
時
」
に
た
と
え
た
と
も
解
さ
れ
る
が
、
F
g
『
E
o
r
前
掲
舎
に
よ
り
寸
謹
醇
し
向
上
田
風
景
を
言
、
っ
と
解
す
る
。
ま
た
作
品
全
体
を
女
性
を
主
体
に
し
て
読
む
べ
き
か
疑
問
も
存
す
る
が
ひ
と
ま
ず
女
性
的
問
怨
を
主
題
化
す
る
作
品
と
解
し
て
お
き
た
い
。
(
国
)
李
誼
前
掲
舎
一
四
四
頁
。
(
四
)
「
回
顧
」
は
晩
唐
五
代
詞
に
は
他
に
「
王
織
準
指
花
深
底
、
事
回
瓶
、
孔
在
使
抽
出
迎
日
舞
」
(
李
珂
「
南
郷
子
」
六
四
八
)
「
水
上
遊
人
抄
上
女
、
回
閥
、
笑
指
芭
置
山
林
裏
住
」
(
駄
陽
畑
「
南
郷
子
」
七
六
四
)
町
二
例
が
見
之
、
や
は
り
頭
を
め
〈
』
り
す
動
作
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
例
は
「
困
頭
(
首
)
」
に
比
べ
て
あ
ま
り
情
感
の
こ
も
』
つ
な
い
軽
快
な
動
作
と
見
ら
れ
る
が
、
宋
詞
の
吋
苦
恨
斜
陽
、
内
舟
他
人
去
、
空
回
願
、
淡
煙
横
素
」
(
周
邦
彦
「
貼
紳
唇
」
六
O
三
)
の
よ
う
な
例
を
見
る
と
「
困
頭
(
首
ご
と
何
ら
迅
い
は
な
い
.
(
却
)
李
商
陪
「
加
有
」
五
四
一
に
「
良
育
一
寸
艶
、
回
首
是
重
怖
し
と
あ
っ
骨
て
腕
に
固
ま
れ
た
室
内
で
「
回
首
」
の
動
作
が
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
例
外
で
あ
ろ
う
。
詩
人
を
ア
ウ
ト
・
ド
ア
志
向
と
イ
ン
・
ド
ア
志
向
の
か
た
つ
に
分
か
つ
と
す
れ
ば
李
商
隠
は
お
そ
ら
く
後
者
で
あ
り
、
右
の
句
は
そ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
盛
唐
か
ら
晩
唐
五
代
へ
、
文
学
は
総
ヒ
て
前
者
か
ら
後
者
向
傾
向
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
.
(
幻
)
例
え
ば
温
底
笥
「
皿
山
科
女
廟
」
詩
五
八
一
は
車
山
内
紳
女
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
が
「
一
叢
斑
竹
夜
、
環
侃
響
如
何
」
と
斑
竹
に
言
及
す
る
し
、
毛
主
錫
「
臨
江
仙
」
詞
六
八
一
に
は
「
銀
機
影
控
浦
湖
、
黄
陵
廟
前
水
荏
培
、
楚
江
紅
樹
、
煙
雨
隔
高
唐
」
と
あ
り
櫛
湘
と
皿
山
の
神
女
と
が
関
連
付
け
ら
れ
る
。
(m)
繍
湘
は
嶺
南
と
の
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
た
め
か
、
実
際
に
人
々
の
別
離
の
場
と
な
る
こ
と
が
多
〈
、
唐
代
に
は
例
え
ば
「
酔
別
江
椴
橘
柚
香
、
江
風
引
雨
入
舟
涼
、
憶
君
準
在
櫛
湘
月
、
愁
聴
清
狭
間
V
裏
畏
L
(
玉
昌
齢
「
迭
貌
一
一
」
一
四
一
三
)
を
は
じ
め
多
く
の
離
別
詩
が
浦
湖
を
舞
古
に
書
か
れ
て
い
る
.
(
お
)
例
え
ば
李
議
「
山
鵡
鳩
詞
」
二
八
三
に
「
湘
江
斑
竹
枝
、
錦
翼
臨
時
飛
、
廃
虚
湘
陰
合
、
郎
従
何
慮
蹄
」
と
あ
る
の
は
典
型
的
な
例
と
言
え
る
。
無
論
、
李
渉
「
腕
鳩
詞
」
四
七
七
に
「
湘
江
煙
水
深
、
沙
摩
隔
楓
林
、
何
鹿
嶋
端
飛
、
日
斜
斑
竹
陰
、
二
女
空
垂
浪
、
二
一
間
柾
自
沈
、
地
有
嶋
持
晴
、
燭
傷
行
客
心
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鴎
鵠
が
広
〈
繍
湘
を
旅
行
〈
者
の
悲
哀
を
喚
起
す
る
烏
で
あ
る
点
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
っ
。
(
叫
)
こ
の
二
首
に
は
前
稿
甲
で
も
ふ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
島
一
こ
、
。
i
f
L
 
(
お
)
こ
れ
は
よ
〈
知
ら
れ
る
作
品
で
あ
り
『
中
圃
美
術
全
集
繍
盛
綱
2
陪
唐
五
代
繍
遊
』
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
九
一
年
刊
等
に
よ
っ
て
そ
の
写
真
複
製
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
お
)
島
田
修
二
郎
「
宋
辿
と
繍
湘
八
景
」
(
『
南
査
鑑
賞
』
一
O
四
所
収
)
は
宋
辿
以
前
向
「
浦
湖
八
景
圃
」
に
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
賛
茎
の
作
品
に
は
疑
問
が
存
す
る
と
い
う
。
な
お
、
小
川
環
樹
「
中
国
文
学
に
お
け
る
風
景
の
意
義
」
(
『
風
と
雲
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
刊
所
収
)
に
は
唐
末
に
「
禰
湘
八
景
固
」
が
成
立
し
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
唱。
(
幻
)
中
晩
唐
期
の
詩
に
お
け
る
風
景
と
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
稿
乙
を
参
照
。
(
お
)
劉
長
卿
は
盛
唐
の
詩
人
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
小
川
環
樹
『
唐
詩
概
見)
説
』
岩
波
書
底
、
一
九
五
八
年
刊
は
中
唐
詩
人
と
し
て
位
置
付
け
る
。
(
四
)
前
稿
乙
に
述
べ
た
よ
う
に
、
庭
園
は
山
水
画
と
同
様
に
山
水
を
ミ
-
一
チ
ュ
ア
と
し
て
身
辺
に
所
有
し
賞
玩
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
庭
園
も
ま
た
、
繍
湘
に
擬
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
画
と
閉
じ
〈
繍
湖
町
映
像
を
流
布
さ
せ
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
を
負
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
の
骨
子
完
成
後
、
侯
遁
慧
『
詩
情
奥
幽
境
!
|
唐
代
文
人
的
園
林
生
活
』
東
大
圏
書
公
司
、
一
九
九
一
年
刊
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
該
書
四
七
二
頁
に
は
、
庭
園
が
自
由
な
想
像
を
文
人
た
ち
に
も
た
ら
す
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
庭
園
内
景
物
を
繍
湘
に
擬
す
る
例
を
あ
げ
、
本
稿
に
引
く
陸
血
豪
、
李
中
町
詩
的
他
に
白
居
易
と
辛
中
町
別
町
詩
を
引
い
て
い
る
。
(
却
)
宋
代
町
詞
に
も
櫛
湘
は
し
ば
し
ば
う
た
わ
れ
る
。
二
、
三
円
例
を
あ
げ
れ
ば
「
登
醇
雲
錦
繍
湘
」
(
黄
底
堅
「
註
堂
春
」
四
O
O
)
「
一
扉
煙
景
査
浦
湖
」
(
賀
靖
「
減
字
涜
渓
沙
」
五
三
五
)
は
閣
房
内
町
繍
湖
町
絵
界
風
を
う
た
っ
た
も
の
、
「
回
出
向
堪
奥
、
浦
湖
暮
雨
、
園
上
埜
一
閥
舟
」
(
晃
補
之
「
涌
底
芳
」
五
七
二
)
は
艶
情
と
関
わ
り
な
く
眼
前
向
風
景
か
ら
浦
湖
八
景
の
ひ
と
つ
を
連
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
蛇
足
を
加
え
れ
ば
『
紅
棋
夢
』
十
七
、
八
回
に
林
黛
玉
の
居
所
と
し
て
「
揃
湘
館
」
の
名
が
見
え
る
が
、
本
格
に
述
べ
た
こ
と
と
関
連
付
け
』
つ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
(
出
)
こ
的
資
料
に
つ
い
て
は
金
串
智
前
掲
書
六
七
頁
参
照
。
(
辺
)
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
刊
、
一
五
回
頁
。
(
臼
)
中
野
美
代
子
『
龍
町
住
む
ラ
ン
ド
ス
ケ
l
プ
』
福
武
書
庖
‘
一
九
九
一
年
刊
「
春
面
的
な
か
の
庭
園
」
は
、
中
園
内
春
画
に
画
か
れ
る
閤
房
内
に
は
し
ば
し
ば
山
水
の
絵
扉
風
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
春
画
町
中
内
閣
房
内
速
い
原
型
を
晩
唐
五
代
詞
の
閏
房
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
(
叫
)
更
に
言
え
ば
、
前
稿
乙
や
本
稿
第
一
節
に
あ
げ
た
作
品
に
あ
っ
て
は
、
屋
外
的
自
然
ま
で
も
が
絵
画
的
「
仮
」
の
風
景
と
見
苦
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
閏房のなかの山水、あるいは繍昨日について(浅65 
て
「
世
間
」
な
ら
ざ
る
「
世
間
」
へ
と
変
質
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
付
記
前
稿
甲
で
王
維
の
吋
題
友
人
雲
母
障
子
」
に
ふ
れ
た
が
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
小
林
太
市
郎
『
王
維
の
生
涯
と
欝
術
』
全
図
書
房
、
一
九
四
四
年
刊
は
「
世
界
と
物
借
家
と
を
直
ち
に
綿
避
と
視
た
」
「
特
異
な
感
畳
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
前
稿
甲
は
王
維
が
鏡
に
映
っ
た
風
景
に
着
目
し
て
い
た
占
に
ふ
れ
た
が
、
風
景
を
絵
画
と
し
て
と
ら
え
る
見
方
が
流
布
し
た
十
八
世
紀
英
国
に
お
い
て
も
、
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
ト
ラ
ヴ
エ
ラ
ー
た
ち
が
風
景
を
鏡
に
映
し
て
楽
し
ん
で
い
た
ニ
と
を
高
山
宏
『
目
的
中
町
劇
場
』
青
土
社
、
一
九
八
五
年
刊
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
以
上
こ
こ
に
付
記
し
、
前
稿
甲
を
補
っ
て
お
き
た
い
。
本
稿
の
骨
子
は
、
一
九
九
O
年
七
月
、
中
国
四
国
中
国
学
会
(
於
島
根
大
学
)
に
お
い
て
「
晩
唐
五
代
詩
詞
に
お
け
る
風
景
と
固
輩
」
と
題
L
口
頭
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
骨
子
は
同
年
十
一
月
、
唐
代
文
学
園
際
討
論
告
(
於
南
京
大
学
)
円
分
科
会
の
席
上
発
表
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
.
